
　　
市
の
財
政
は
、基
本
と
な
る「
一

般
会
計
」
と
、
特
定
の
事
業
や
収

入
・
支
出
を
一
般
会
計
と
区
別
し

て
処
理
す
る
「
特
別
会
計
」、
事

業
で
得
ら
れ
る
収
入
で
経
費
を
ま

か
な
う
独
立
採
算
制
を
原
則
と
し

た
「
公
営
企
業
会
計
」
の
３
種
類

の
会
計
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
会
計
は
、
４
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
の
期
間
で
一
区
切

り
。
５
月
末
ま
で
に
収
入
と
支
出

を
整
理
し
、
最
終
的
な
決
算
額
を

ま
と
め
ま
す
。

　
３
月
31
日
現
在
で
ま
と
め
た
令

和
4
年
度
の
財
政
状
況
は
グ
ラ
フ

と
表
の
と
お
り
で
す
。
予
算
に
対

す
る
進
み
具
合
を
表
し
た
も
の
が

執
行
率
に
な
り
ま
す
。

　
は
じ
め
に
一
般
会
計
の
最
終
予

算
額
は
、
２
5
４
億
５
０
１
８
万

円
（
令
和
３
年
度
か
ら
の
繰
越
分

を
含
む
）。
建
設
関
連
事
業
な
ど

の
進
捗
の
影
響
に
よ
り
令
和
3
年

度
の
２
６
０
億
７
４
６
４
万
円
と

比
べ
、
６
億
２
４
４
６
万
円
の
減

に
な
り
ま
し
た
。

市
の
会
計
は
３
種
類

一
般
会
計
は
６
億
円
減

歳入歳出
市税
39億4,434万円
　　　（19.2%）

地方交付税
70億4,780万円
　　　（34.2%）

その他 12億2,821万円（6.0%）
地方消費税交付金
 8億5,578万円（4.1%）

繰越金
17億4,387万円
　（8.5%）

諸収入 5億8,296万円（2.8%）

繰入金
 8億6,394万円（4.2%）

労働費 3,965万円（0.2%）

民生費
64億7,651万円

（30.1%）

総務費
41億3,624万円

（19.2%）

商工費 11億8,651万円（5.5%）

消防費 9億4,528万円（4.4%）

土木費
 14億1,747万円（6.6%）

議会費 1億8,776万円（0.9%）

農林水産業費 7億8,239万円（3.6%）

衛生費
 14億6,794万円（6.8%）

教育費
 20億1,888万円（9.4%）

公債費
26億7,872万円

（12.5%）

国庫支出金
36億3,627万円

（17.7%）

災害復旧費 1億7,700万円（0.8%） 県支出金
 6億7,456万円（3.3%）

【収入の関係】
▶�地方交付税…人口や環境などの違いで
生まれる地方間の格差を調整するため
に国から配分されるお金です。国が徴収
する所得税や法人税などがもとになっ
ています
▶�国庫（県）支出金…国（県）が、市に対し
て交付する補助金など
▶�繰越金…会計年度が終了し、翌年度に
持ち越され、歳入に計上された余剰金

�表に出てくる分かりづらい
主な用語を説明します。

3 月 31 日現在、支出済額

215億 1,435 万円
(執行率 84.5％ )

3 月 31 日現在、収入済額
205億 7,773 万円
(執行率 80.9％ )

会計名 区分 収入額 支出額

水道事業
収益的収支 ９億2,839万円 ９億746万円

資本的収支 ２億9,334万円 ７億2,676万円

下水道事業
収益的収支 10億8,981万円 10億8,213万円

資本的収支 12億269万円 14億5,819万円

 

最
終
予
算
額
に
対
す
る
執
行
率

は
、
歳
入
が
80
・
９
％
、
歳
出
が

８４
・
５
％
で
す
。

　

次
に
特
別
会
計
で
す
。
市
に

は
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高

齢
者
医
療
な
ど
の
特
別
会
計

が
あ
り
、
合
計
の
予
算
額
は

46
億
４
９
０
４
万
円
で
、
令
和
３

年
度
の
46
億
２
５
５
万
円
に
比
べ

て
４
６
４
９
万
円
の
増
。
執
行
率

は
収
入
が
86
・
４
％
、
支
出
が

90
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
営
企
業
会
計
は
水
道
事
業
と

下
水
道
事
業
。
水
道
・
下
水
道
料

金
を
主
な
収
入
と
し
、
施
設
の
維

持
管
理
な
ど
を
行
う
収
益
的
収

支
は
、
水
道
事
業
の
収
入
額
が

９
億
２
８
３
９
万
円
で
、
支
出
額

は
９
億
７
４
６
万
円
。
下
水
道
事

業
は
収
入
額
が
10
億
8
９
８
１
万

円
。
支
出
額
は
10
億
８
２
１
３
万

円
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
大
切
な
お
金
を
有
効
に

活
用
し
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

支
援
や
観
光
振
興
の
推
進
、防
災・

減
災
対
策
の
充
実
な
ど
の
重
要
施

策
の
推
進
に
よ
り
、ま
ち
の
発
展・

飛
躍
に
向
け
て
、
各
種
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■予算額
254 億 5,01８万円

■予算額
254 億 5,01８万円

発
展
に
向
け
事
業
推
進

特別会計
■ 予算額　46 億 4,904 万円

一般会計歳出 一般会計歳入財政用語の説明

市税
39億4,434万円
　　　（19.2%）

地方交付税
70億4,780万円
　　　（34.2%）

その他 12億2,821万円（6.0%）
地方消費税交付金
 8億5,578万円（4.1%）

繰越金
17億4,387万円
　（8.5%）

諸収入 5億8,296万円（2.8%）

繰入金
 8億6,394万円（4.2%）

労働費 3,965万円（0.2%）

民生費
64億7,651万円

（30.1%）

総務費
41億3,624万円

（19.2%）

商工費 11億8,651万円（5.5%）

消防費 9億4,528万円（4.4%）

土木費
 14億1,747万円（6.6%）

議会費 1億8,776万円（0.9%）

農林水産業費 7億8,239万円（3.6%）

衛生費
 14億6,794万円（6.8%）

教育費
 20億1,888万円（9.4%）

公債費
26億7,872万円

（12.5%）

国庫支出金
36億3,627万円

（17.7%）

災害復旧費 1億7,700万円（0.8%） 県支出金
 6億7,456万円（3.3%）

会計名 収入済額 支出済額

国保(事業勘定) 35億7,695万円 37億2,668万円

国保(直診勘定) 5,783万円 １億3,510万円

後期高齢者医療 3億7,535万円 3億4,529万円

魚市場事業 460万円 1,375万円

合計
（予算の執行率）

40億1,473万円
（86.4％）

42億2,082万円
（90.8％）

令和 4年度
　
市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金
を
や
り

繰
り
し
、
令
和
4
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価
高
騰
へ
対
応
す
る
た
め
の

関
連
施
策
、
広
域
道
の
駅
整
備
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
事
業
を
進
め
ま
し
た
。
３
月
31

日
現
在
で
ま
と
め
た
令
和
４
年
度
の
財
政
状
況
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
金
額
は
１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す

問 

財
政
課　
☎
52
―
２
１
１
３

公営企業会計

【支出の関係】
▶�民生費…福祉や子育て支援などのため
に使うお金

▶�総務費…企画調整事務、庁舎や財産の
維持管理、戸籍管理、税金の徴収など
市の運営全般に使うお金

▶公債費…市の借金返済に使うお金
▶����教育費…学校や生涯学習、スポーツな
どを推進するために使うお金

▶�衛生費…環境の保全や健康を増進する
ためなどに使うお金　　

▶�土木費…道路や公園などの整備や補修
に使うお金

▶�商工費…商工業や観光などを促進する
ために使うお金

▶�消防費…消防や災害対策などのために
使うお金

▶�農林水産業費…農林水産業の振興など
に使うお金

▶�災害復旧費…災害によって被害を受け
た施設や道路などを復旧するためのお
金

財
政
状
況
の
お
知
ら
せ
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